
 

＜報道発表資料＞ 

令和７年１１月５日 

京都市行財政局防災危機管理室 

京都市左京区役所地域力推進室 

 

令和７年度 京都市原子力防災訓練の実施 
 

京都市では、関西電力㈱大飯発電所における災害に備え、市北部地域のＵＰＺ（緊急防護

措置を準備する区域）において、避難計画の策定や情報伝達体制の整備を行うとともに、そ

の実効性を確保するため、平成２４年度以降、原子力防災訓練を実施しています。 

令和７年度は、京都市のＵＰＺである左京区久多地域及び広河原地域において、原子力防

災訓練を実施します。 

今回の訓練では、屋外スピーカー及び防災ラジオを用いた情報伝達訓練、避難時集合場所

までの避難行動訓練のほか、避難車両のスクリーニング等を実施することにより、住民の皆

様とともに、市職員の原子力災害への対応能力向上を図ります。 

  

【開催概要】 

● 久多地域  

日時：令和７年１１月９日(日) 午前９時半から正午まで 

場所：元久多小中学校講堂（〒520-0462 京都市左京区久多下の町２０３）ほか 

● 広河原地域 

日時：令和７年１１月１６日(日) 午前９時半から午前１１時４５分まで 

場所：元堰源小学校体育館（〒601-1101 京都市左京区広河原能見町８７） 

● 訓練内容 

時 間 訓 練 項 目 内   容 

9:30 市からの情報伝達 

地 域 の 連 絡 網 に よ る 情 報 伝 達 

屋外スピーカー、防災ラジオによる伝達 

京都市が発令した避難指示を、地域の連

絡網（緊急時避難マニュアル）により伝達 

9:50 各家庭から避難時集合場所

までの移動 

地区ごとに集まり、助け合いながら避難

時集合場所まで移動 

避難者の受付、安定ヨウ素剤

代替品（アメ）配付等 

避難者の確認、健康状態の確認、安定ヨウ

素剤の服用可否を判断するチェックシー

トの記入・配布（アメ）等 

10:20 避難退域時検査（人の検査）

の実演等 

原子力災害発生時の対応の説明 

避難時に着用するレインコート着脱及び

避難者に対する検査について説明・実演 

10:40 有識者による講演 【講師】京都医療科学大学 大野和子教授 

「放射線及び原子力防災に関する基礎的

な知識等について」 



 

11:30 避難車両スクリーニング 車両検査の実施（久多地域）、 

車両検査の実演（広河原地域） 

 

● 参加者 

１  地域住民 

久多地域及び広河原地域の住民 

※ 訓練の準備及び実施に当たり、両地域の自治会、自主防災会、消防分団の皆様に

御協力をいただいています。 

２ 京都市 

行財政局（防災危機管理室） 

左京区役所（地域力推進室、保健福祉センター、久多出張所、花脊出張所） 

消防局（花背消防出張所） 

保健福祉局（医療衛生センター） 

京都市防災会議専門委員：大野和子委員（京都医療科学大学教授） 

３ 関係行政機関 

京都府下鴨警察署（訓練中の地域のパトロール等に対応） 

 

＜訓練の中止について＞ 

訓練は、原則として雨天決行としますが、以下の場合は中止します。 

【訓練の当日（午前６時時点及び訓練中）】 
〇京都市域で震度 4 以上の地震が発生した場合 
○京都市域に気象警報が発表された場合 
○その他、訓練を中止せざるを得ない事由が発生した場合 

【訓練の前日（午後５時時点）】 
 ○台風等により訓練当日に京都市に気象警報が発表される可能性が高いと判断される場合 
 

＜参考＞ 

市内のＵＰＺ（大飯発電所から 32.5ｋｍ圏域を含む地域）の状況 

行政区 地域 世帯数（世帯） 人口（人） 

左京区 
久多 ３８  ６２ 

広河原 ３４ １１１ 

右京区 京北上弓削町上川行政区 ４４  ６５ 

計 １１６ ２３８ 

                        ※住民基本台帳（R7.7.1）による 

＜お問合せ先＞ 

京都市行財政局防災危機管理室 

電話：０７５－２２２－３２１０ 
京都市左京区役所地域力推進室 

電話：０７５－７０２－１０２１ 


